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A78-h8 

3.4.3 分布・連続性，断層等との関係 

 Ｆ－１０断層とＦ－８断層の関係（東西方向の地質断面：h+8断面） 

 Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層は地溝状を構成する正断層で，見かけ鉛直変位量はＦ－８断層が約200ｍ，Ｆ
－１０断層が約110ｍ以上である。 

 東西方向の測線（h+8断面）上で実施したボーリング調査によれば，H27B-F8-2孔ではＦ－１０断層より
深部にＦ－８断層が確認されるが，これより西側のA78-h8孔ではＦ－１０断層は確認されない。 
⇒Ｆ－１０断層は，Ｆ－８断層に切られていると判断される。 

 

地質構造図 

F-8 F-10 

←Ｗ Ｅ→ 

地質断面図（h+8断面） 

ボーリングコア写真 

A78-h8孔(84m～87m) H27B-F8-2孔(143m～146m) H27B-F8-2孔(211m～213m) 

Ｆ－８断層 

Ｆ－１０断層 

Ｆ－８断層 

※ 

※A78-h8孔でＦ－１０断層は
確認されない。 

Ｆ－８ Ｆ－10 

K2-8b,K-36 
K-15 

K2-8 

D-2´ C-15 

H27B-F8-1 
K-19 

H27B-F8-2 

T-h A-h25 
H27B-F8-3 A78-h8 

新 規 
第５４７回審査会合（H３０.２.９） 

資料２－１ p７６ 再掲 
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地質構造図 

Ｆ－８ Ｆ－10 

S-28 

K-17 
K-16 S-25 

S-20 
S-13 

3.4.3 分布・連続性，断層等との関係 

 Ｆ－１０断層とＦ－８断層の関係（東西方向の地質断面：2ｈ+100断面） 

新 規 

←Ｗ Ｅ→ 

地質断面図（2h+100断面） 

ボーリングコア写真 
K-16(33m～37m) K-17孔(90m～94m) 

S-25孔(38m～43m) 
K-17孔(70m～74m) 

Ｆ－８断層 Ｆ－８断層 

Ｆ－10断層 

Ｆ－10断層 

 東西方向の測線（2ｈ+100断面）上で実施したボーリング調査によれば，K-17孔ではＦ－１０断層
より深部にＦ－８断層が確認されるが，これより西側のK-16孔ではＦ－１０断層は確認されない。 
⇒Ｆ－１０断層は，Ｆ－８断層に切られていると判断される。 

 

※K-16孔でＦ－１０断層は
確認されない。 

※ 

第５４７回審査会合（H３０.２.９） 

資料２－１ p７７ 再掲 



77 3.4.3 分布・連続性，断層等との関係 

 Ｆ－１０断層とＦ－８断層の関係 

新 規 

Ｆ－８ Ｆ－10 

I 

I’ 

h+8 

2h 

2h+100 

 ボーリング調査等の結果から作成した断面図（パネルダイアグラム）により，Ｆ－８断層及びＦ－１０断層の
関係を示す。 

 東西方向の断面であるh+8断面，2h断面及び2h+100断面のいずれにおいても，Ｆ－８断層とＦ－１０断層は
高角度の正断層で地溝状をなし，両断層間には，ほぼ水平な構造を示す蒲野沢層が存在する。 

 いずれの断面においてもＦ－８断層の上盤（東側）でＦ－１０断層が確認されるが，Ｆ－８断層の下盤（西側）
ではＦ－１０断層は確認されない。 

 Ｆ－８断層とＦ－１０断層は，詳細には相互の新旧関係が確認できる（Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチ）。 

 

地質構造図 

パネルダイアグラム 

 

第５４７回審査会合（H３０.２.９） 

資料２－１ p７８ 再掲 
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Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチ調査結果 

Ｆ－８ 断層 
Ｆ－１０断層 

Ｆ－１０ 断層 Ｆ－８ 断層 

 Ｆ－８断層とＦ－１０断層の接合部付近のトレンチ（Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチ）では，Ｆ－８断層とＦ－１０断層は互いに近接し，さらにその南方では，Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層とも
に消滅し，南端法面では確認されない。 

左写真 
撮影位置 

3.4.3 分布・連続性，断層等との関係 

 Ｆ－１０断層とＦ－８断層の関係（Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチ） 

Ｆ－８，Ｆ－１０断層 
追跡トレンチ位置 

新 規 
第５４７回審査会合（H３０.２.９） 

資料２－１ p７９ 一部修正 

Ｆ－８ 断層 

Ｆ－１０断層 

2h(1) 北面 

F-8，F-10断層追跡（A）北東面 

F-8，F-10断層追跡（B）北側面 

F-8，F-10断層追跡（B）南側面 

F-8，F-10断層追跡（C） 

2h-3h間東面 

F-8，F-10断層追跡（A’※） 

2h-3h間西面 

F-8，F-10断層追跡（B’※） 

M2 

M1’ 

M2 

M2 

M2 

M2 

M2 

M2 

M2 

M2 

M2 

M2 

M2 

M1’ 

M2 

M2 

左写真撮影
位置 

Ｆ－８，Ｆ－１０断層追
跡トレンチ 

2h－3h間トレンチ 

スケッチ
位置
図 

2h-
3h
間 

2
h(
1) (

A
) (
B
) 

(
C
) 

(
A
’
) 

(
B
’
) 

(A) 

(B) 

(C) 

(B') 

(A') 

2h-3h間 

2ｈ(1) 

Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチ 
2h－3h間トレンチ 

スケッチ位置図 

左写真 
撮影位置 

※混同を避けるためF-10断層側を
（A’）（B’）としてF-8断層側と区別した 

F-8，F-10断層追跡南端法面 
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 Ｆ－８断層とＦ－１０断層が近接する箇所でトレンチ底盤の詳細観察を行った結果，Ｆ－１０断層はＦ－８断層に切られ，ともに消滅する。 
  ⇒ｆ－１断層を切るＦ―１０断層は，Ｆ－８断層に切られることから，相対的にＦ－８断層の活動時期はｆ－１断層より新しい。 

底盤スケッチ位置図（拡大） 

Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層 
接合部底盤スケッチ 

A 

A’ 

B’ 

C’ 

C B 

断面図 

※Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層の上盤は中新世の風化を
受ける泊層上部層の凝灰角礫岩であり，下盤は泊層
上部層の凝灰角礫岩 

Ｆ－１０断層 

Ｆ－８断層 

Ｆ－１０断層 写真範囲 

Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層接合部 
底盤スケッチ 

Ｆ－８断層 

Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層接合部 
底盤写真 

Ｆ－８ 

3.4.3 分布・連続性，断層等との関係 

 Ｆ－１０断層とＦ－８断層の関係（Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチ） 

Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層接合部底盤写真 

底盤スケッチ位置図（拡大）の範囲 

新 規 
第５４７回審査会合（H３０.２.９） 

資料２－１ p８０ 一部修正 
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3h(2)トレンチ 

3h(3)トレンチ 

Ｆ－８，Ｆ－１０断層 
追跡トレンチ 

(B) 

(C) 

(A) 

2h～3h間トレンチ 

(B’) 

(A') 

Ｆ－４ 

Ｆ－７ 

ｆ－ｇ 

3.4.3 分布・連続性，断層等との関係 

 Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチ付近のM1’面段丘堆積物の分布状況 

原子炉建屋設置位置 

トレンチ展開図表示 

Ｍ２面段丘堆積物下にＭ１’面
段丘堆積物が分布する範囲 

M1’ 

Gb 

M2 ℓm M1’ M2 

ℓm 

aℓ aℓ 

M2面堆積物が 
M1’面堆積物を削剥 

Tu-tb 

0 5m 

トレンチ位置図 

（地形面区分図） 

3h(3)トレンチ（拡大） 

南端法面 

2h(1)トレンチ～ 3h(2)トレンチ展開図 

0 1 2 3m 

M1’ 

M2 

ℓm 

Tu-tb 

M1’ 

M2 

ℓm 

Tu-tｆ 

F2 

F1 
Toya 

0 1 2 3m ｆ-g 

Tu-tb 

Ｆ－８ Gb 
Tu-w 

M1' 

M2 

E 

左右反転 

0 1 2m 

コメントNo.S114 

新 規 

M1’ 

Gb 

M2 ℓm 

M1’ 

M2 

ℓm 

M2面堆積物が 
M1’面堆積物を削剥 

Tu-tb 

Tu-w 

0 5m 

(B’) 

2h（1）トレンチ 

 Ｆ－８ ，Ｆ－１０追跡トレンチ南端法面に近接する3h(3)トレンチ等では，Toyaに覆われるM1’ 面段丘堆積物を確認してい
ること，周囲の法面でも同様の堆積物を確認していることから，南端法面の第四系の基底にはM1’面段丘堆積物が分布
していると判断される。 

 Ｆ－８断層南端付近のトレンチでは，Ｍ１’面及びＭ2面段丘堆積物が確認されており，Ｍ2面段丘堆積物がＭ1’面段丘堆
積物を削剥して堆積する様子が認められる。 

 Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチ（Ｃ）では，Ｆ－８断層を被覆するＭ１’面段丘堆積物に変位・変形は認められない。 

 

0 10m 
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南端法面 

3h(3) トレンチ北面 

3h（4）トレンチ北法面 

Tr-3トレンチ北法面 

Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層会合部付近のトレンチ調査結果 

W ← → E 

泊層下部層 泊層上部層 

泊層上部層 泊層上部層 蒲野沢層 

F-8，F-10断層 

追跡トレンチ 

（B）北面 

（B）南面 

Ｆ－８ 断層 Ｆ－１０断層 
ｆ－３断層 

ｆ－３断層 

ｆ－３断層 
ｆ－ｇ断層 

ｆ－ｇ断層 

ｆ－ｐ断層 

ｆ－ｇ断層 

Ｆ－７断層 

Ｆ－４断層 Ｆ－７断層 

Ｆ－４断層 

ｆ－ｐ断層 

Ｆ－８ 断層 
Ｆ－１０断層 

Ｆ－４断層 

ｆ－ｇ断層 

南端法面にＦ－８断層，Ｆ－１０断層
に該当する破砕部が確認されない 

3h(4)トレンチでｆ－ｇ断層，ｆ－ｐ断層は
確認されない 

（B’） 

（A’） 

ｆ－３断層 

トレンチ凡例 

3h(2) トレンチ北面 

ℓm 

M2 

ℓm 

M2 

M1’ 

M2 
M1’ （C） 

M2 

F2 

M2 

M1’ 
M1’ 

ℓm 

M2 
F2 

F1 
Toya 

ℓm 
M2 

M1’ 

F2 
F1 

Toya 

M1’ 

ℓm 

M1’ 

ℓm 
M2 

F2 

To‐Rd 
Toya F1 

F2 

ℓm 

M2 

2h-3h間西面 

ℓm 

M2 

M2 

ℓm 

M2 

F2 

Ｆ－８断層は，追跡トレンチ底盤で
消滅を確認 

Ｆ－７断層 

3.4.3 分布・連続性，断層等との関係 

 Ｆ－８断層南端付近の断層の分布 
 Ｆ－１０断層を切るＦ－８断層は，Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチの底盤で消滅し，南端法面では確認

されず，同トレンチより南側には延長しない。 

 ｆ－３断層は起振実験ヤード西側付近でＦ－１０断層に切られると考えられる。なお，Ｆ－８断層との切
り切られの関係はないと考えられる。 

 Ｆ－４断層はＦ－８ ，Ｆ－１０追跡トレンチ付近でＦ－８断層に会合すると考えられる。 

 なお，Ｆ－４断層，ｆ－３断層は断層を覆うＭ1’面段丘堆積物に変位・変形がなく，Ｆ－４断層には石英
（玉髄）脈が充填，横断している箇所がある。 
 

コメントNo.S112 

 Ｆ－８断層はF-8・F-10断層追跡トレンチ最南端法面から南側のトレンチでは確認されていない。 

 Ｆ－４断層は3h(3)トレンチより南側で連続して確認されている。 

 Ｆ－８・Ｆ－１０断層追跡トレンチから南のTr-3トレンチの間は，第四系に変状が認められない。 

トレンチ位置図（地質構造図） 

右図範囲 

新 規 



82 3.4.3 分布・連続性，断層等との関係 

 Ｆ－８断層南端付近の断層の分布 

原子炉施設設置位置西側地質水平断面図（T.P.約-16m） 

 Ｆ－８断層南端付近のボーリング調査から，Ｆ－４断層はＦ－８断層に会合すると考えられる。
（B-B’断面） 

 ボーリング調査から，Ｆ－８ ，Ｆ－１０追跡トレンチ以南にＦ－８断層は確認されない。また，ｆ－３
断層は，Ｆ－４断層に切られると考えられる。(C－C’断面) 

コメントNo.S112 

第５４７回審査会合（H３０.２.９） 

資料２－２ p３ 一部修正 

※A－A’断面，D－D’断面，E－E’断面は補足説明資料に示す 

原子炉施設設置位置西側の地質鉛直断面図（Ｂ-Ｂ’断面） 

原子炉施設設置位置西側の地質鉛直断面図（Ｃ-Ｃ’断面） 



83 3.4.3 分布・連続性，断層等との関係 

 Ｆ－８断層と周辺の断層の新旧関係 

新 規 

敷地の断層の新旧関係 

東京電力 東北電力 

ｍ-ａ  

Ｆ－１０ （Ｈ－１） 

Ｆ－８ （Ｈ－２） 

ｆ－ｍ ｆ－１ ｆ－２ ｆ－３ 

Ｆ－７ 

Ｆ－６ 

ｆ－ｆ 

ｆ－ｇ 

ｆ－p 

【Ｆ－８断層】 
Ｆ－８断層は，その東側を並走するＦ－１０断層と対をなして地溝状の蒲野沢層分布域を形成する正断層である。 
Ｆ－８断層の北方延長部は東京電力ＨＤ敷地のＨ－２断層に連続し，南方では急激に変位量を減じてＦ－１０断層と会合し，両断層が消滅する。 

【Ｆ－４断層とＦ－８断層】（※1） 
Ｆ－４断層は東傾斜の正断層でＦ－９断層と対をなして地溝状の蒲野沢層分布域を形成し，Ｆ－９断層を切る。その北方では，Tr-3トレンチ，3h(4)トレンチ，3h(3)トレンチでＦ－４断層が

確認されるが，Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチでは確認されない。 
Ｂ－Ｂ’断面ではボーリング（K-16孔）により，Ｆ－８断層とＦ－４断層は区別される。 

  ⇒ Ｆ－４断層はＦ－８，Ｆ－１０断層追跡トレンチ付近において，Ｆ－８断層に会合すると考えられる。 
【ｆ－３断層とＦ－１０断層】（※2） 
ｆ－３断層は泊層上部層中の逆断層センスの断層で，Ｃ－Ｃ’断面では試掘坑内で確認され，Ｂ－Ｂ’断面では確認されない。 
Ｃ－Ｃ’断面では，泊層内の地層の対比，断層の傾斜等からＦ－４断層に切られると考えられる。 

  ⇒ ｆ－３断層はＦ－１０断層に切られ，また，Ｆ－８断層との切り切られの関係はないと考えられる。 

Ｆ－９ 

Ｆ－９ 

東京電力 東北電力 

敷地の断層の新旧関係 

  ｍ-ａ  

※2  

※1  

第５４７回審査会合（H３０.２.９） 

資料２－１ p１８ 一部修正 
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A

A’

※ 同一孔で破砕部を２箇所確認

※

※

3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８（Ｈ－２）断層の性状（固結・岩石化）

 Ｆ－８断層破砕部は多様な性状が確認されるが，深部で広く固結・岩石化しており，このうちO2-10孔で確認されたＦ－８断層破砕部は，熱水変質によるセピオライト化，
珪化作用を受け，固結・岩石化し，石英（玉髄）脈が認められる。

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p８１ 再掲新 規

A A’

Ｆ－８断層確認位置

O2-10

O2-10
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コア写真 X線CT画像 コアの全周スケッチ

 O2-10孔で確認されたＦ－８断層の破砕部は，熱水変質によるセピオライト化，珪化作用を受け，固結・岩石化している。

 Ｆ－８断層の石英（玉髄）脈は，セピオライト化した破砕部を充填していることから，セピオライト化した後で，珪化作用を受けたと考えられる。

 Ｆ－８断層破砕部の針貫入抵抗は，母岩よりも高い値を示し，破砕部は硬質である。

針貫入勾配（N/mm)

Ｆ
－

８
断

層

Ｆ
－

８
断

層

Ｆ
－

８
断

層

Ｆ
－

８
断

層

（表側） （裏側） 0 50 100

192.15

192.20

192.25

192.30

192.35

192.40

192.45

192.50

192.55

192.60

192.65

断層破砕部 泊層

泊層上部層
凝灰角礫岩

セピオライト

泊層下部層
凝灰角礫岩

石英（玉髄）脈
セピオライト

石英
（玉髄）脈

Ｆ
－

８
断

層

3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８（Ｈ－２）断層破砕部の固結・岩石化（O2-10孔）

新 規

分
析

試
料

採
取

箇
所

分
析

試
料

採
取

箇
所

分
析

試
料

採
取

箇
所

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p８２ 再掲

石英
（玉髄）脈

石英（玉髄）脈：セピオライト，安山岩礫を礫状に含む
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セピオライト化

破砕部

晶洞が見られ，断層面上に

石英（玉髄）脈が晶出

セピオライト化した破砕部を横断する

石英（玉髄）脈

下盤側のセピオライトは，形状が不規則で破砕していない

Ｆ－８断層から下盤側に注入する石英（玉髄）脈

石英（玉髄）脈

Ｆ－８ 断層 泊層下部層 凝灰角礫岩泊層上部層 凝灰角礫岩

W
←

→
E

上← →下

 O2-10孔で確認されたＦ－８断層破砕部は，熱水変質によりセピオライト化，珪化作用を受け，固結・岩石化している。

 セピオライト化した断層破砕部中に石英（玉髄）脈が認められ，破砕部を充填もしくは破砕部を横断している箇所が認められる。

W
←

→
E

3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８断層破砕部の固結・岩石化（O2-10孔の石英（玉髄）脈）

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p８３ 再掲新 規



87

セピオライト化する破砕部

石英（玉髄）脈

石英（玉髄）脈

石英（玉髄）はセピオライト，
安山岩をモザイク状に含む

石英（玉髄）脈

E
←

→
W

Ｆ－８ 断層
泊層上部層 凝灰角礫岩 泊層下部層 凝灰角礫岩

E
←

→
W

上← →下

3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８断層破砕部の固結・岩石化（O2-10孔の石英（玉髄）脈）

 O2-10孔で確認されたＦ－８断層破砕部は，熱水変質によりセピオライト化，珪化作用を受け，固結・岩石化している。

 セピオライト化した断層破砕部中に石英（玉髄）脈が認められ，破砕部を充填もしくは破砕部を横断している箇所が認められる。

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p８４ 再掲新 規



88

 石英（玉髄）の生成環境について検討するため，敷地の断層破砕部で確認される石英（玉髄）脈の流体包有物の均質化温度測定を行った。

 試料は，断層破砕部に石英（玉髄）脈が認められる３試料（Ｆ－４断層（K-14孔），Ｆ－５断層（工事法面），Ｆ－８断層（Ｏ2-10孔））を測定した。

3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

石英（玉髄）脈の流体包有物①（試料採取位置）

O2-10（F-8）

K-14（F-4）

工事法面（F-5）

試料採取位置図

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p８５ 一部修正新 規



893.4.4 Ｆ－８断層の活動性

石英（玉髄）脈の流体包有物①（分析試料の産状:Ｆ－８断層（O2-10孔），Ｆ－４断層（K-14孔））

網目状に充填する石英（玉髄）

固結・岩石化した

セピオライト

せん断面沿いにセピオライトが認められ，それを覆うように石英が晶出している

セピオライト

石英（玉髄）

Siが網目状に破砕帯を充填する。

Si(XRF)

せん断面

上盤側

下盤側

せん断面

研磨片 Siの元素マップ

せん断面

せん断面

 O2-10孔のＦ－８断層破砕部は，セピオライトを伴う断層破砕部を石英（玉髄）脈が充填している。

 K-14孔のＦ－４断層破砕部も同様に，セピオライトを伴う断層破砕部を石英（玉髄）脈が充填している。

86.10m 86.20m

固結・岩石化する

セピオライト
せん断面を充填する石英（玉髄）脈

Ｆ－４断層

Ｆ－４断層

測定箇所

Siが網目状に破砕帯を充填する。

O2-10孔のＦ－８断層破砕部コア写真
K-14孔のＦ－４断層破砕部コア写真

K-14孔のＦ－４断層破砕部CT画像

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p８６ 再掲新 規
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0.5mm 破砕帯内に晶洞が認められる。

3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

石英（玉髄）脈の流体包有物①（分析試料の産状:Ｆ－５断層）

F-5断層

スケッチ個所

←W

E→

測定試料（左：写真，右：X線CT）

 工事法面のＦ－５断層破砕部は，セピオライトを伴う断層破砕部を石英（玉髄）脈が充填している。

試料採取個所

F-5断層←W E→←W E→

試料採取個所

工事法面のＦ－５断層写真

試料採取個所（左：写真，右：スケッチ）

せん断面を充填する石英（玉髄）脈
せん断面を充填する石英（玉髄）脈

破砕部中の石英（玉髄）の状況

石英（玉髄）脈

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p８７ 再掲新 規



913.4.4 Ｆ－８断層の活動性

石英（玉髄）脈の流体包有物②（測定結果）

【F-8断層破砕部の測定結果】

 均質化温度は，335℃～365℃の値が得られた。

【F-4断層破砕部の測定結果】

 断層破砕部の石英（玉髄）脈に流体包有物は認められなかった。

【F-5断層破砕部の測定結果】

 均質化温度は，125℃～150℃の値が得られた。

⇒敷地内で確認された石英（玉髄）脈は，セピオライト化変質作用の後に，高温の熱水環境下で晶出し
たものと考えられる。なお，敷地内の第四系には熱水変質の痕跡は認められない。

断層 試料番号 包有物 均質化温度

Ｆ－８ O2-10

O2-10-1 初成 356℃

O2-10-2 初成 365℃

O2-10-3 初成 335℃

O2-10-4 初成 342℃

Ｆ－４ F4① － 包有物未確認

Ｆ－５

F5① 初成 125℃

F5② 初成 150℃

F5③ 初成 125℃

流体包有物の均質化温度測定結果

日本粘土学会編(2009)

球顆状組織

L80>V20 
T 125℃

液相気相

測定試料中の流体包有物（Ｆ－５断層 F5③）

液相

気相

L60>V40
T 342℃

繊維状硫化鉱物

繊維状硫化鉱物

測定試料中の流体包有物（Ｆ－８断層 O2-10-4）

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p８８ 再掲新 規
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余 白



933.4.4 Ｆ－８断層の活動性

石英（玉髄）脈の流体包有物②（Ｆ－８断層（O2-10孔）について）

 O2-10孔のＦ－８断層破砕部中の石英（玉髄）脈は他の試料に比べ不透明鉱物を含む流体包有物が認められたことから，反射顕微鏡観察およびSEM-EDXによる元素同定を実施した。

 これらの不透明鉱物は，硫化鉱物であり，繊維状に産する黄銅鉱（CuFeS2）と斑銅鉱（Cu5FeS4）が認められた。これらの鉱物は，いずれも約170 ℃ ～600℃の環境下で共生する。
⇒Ｆ－８断層（O2-10孔）の流体包有物の均質化温度が他より高いのは，石英（玉髄）脈形成時の硫化鉱物を伴う流体をトラップしたためと考えられる。

20µm

ccp

bn

bn: 斑銅鉱（bornite）
ccp:黄銅鉱(chalcopyrite)

Fe

Cu
Cu

S

Cu

Si

O

黄銅鉱、斑銅鉱のEDXスペクトル

― ccp:黄銅鉱(chalcopyrite(CuFeS2))
― bn: 斑銅鉱（bornite(Cu5FeS4) ）

ＥＤＸ分析箇所

ccp

bn

透過顕微鏡写真 反射顕微鏡写真

不透明鉱物の拡大反射顕微鏡写真

熱水鉱床における硫化鉱物および硫化物と金属元素との関係（Kisseva and  Edmonds(2017))

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p８９ 再掲新 規
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3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８（Ｈ－２）断層に見られる第四系の変状

Ｆ－８断層は，南方ではＦ－１０断層と会合し消滅するが，北方延長部は東京電力ＨＤ敷地のＨ－２断層に連続する（Ｈ－２断層
は北方でさらにＨ－２ａ断層に分岐する）。
このＦ－８（Ｈ－２）断層については，中新世以降の活動はないと判断される。

 断層の南端部付近では，断層を被覆するＭ１’面段丘堆積物（MIS5e）及びＭ２面段丘堆積物（MIS5c），断層の北端部付
近では，断層を被覆するＭ２面段丘堆積物に，変位・変形は認められない。

Ｆ－８断層：F-8,F-10断層追跡トレンチ 等 Ｈ－２断層：T2（0）トレンチ 等

 破砕部は断層全線にわたって深部で広く固結・岩石化し，中新世に形成された石英（玉髄）脈が破砕部を充填，横断し
ている箇所が認められる。

石英（玉髄）脈を伴う固結・岩石化破砕部を確認したボーリング孔

Ｆ－８断層：O2-10 Ｈ－２断層：FC-2，A-Z5

固結・岩石化破砕部を確認したボーリング孔

Ｆ－８断層：K17，K19，K31，H27B-F8-1，H27B-F8-2 Ｈ－２断層：FC-1，FB-2，FB-3，④

一方，Ｈ－２断層，Ｆ－８断層においては，第四系の変状（第四系基底面の段差，第四系中の小断裂，撓み及び第四系中への粘
土注入）が見られるトレンチも確認されており，これら第四系の変状の形態，Ｆ－８（Ｈ－２）断層との関係等について検討を行っ
た。

Ｆ－８断層：hトレンチ，Tr-2トレンチ Ｈ－２断層：T2（1-2）トレンチ，T2（7）トレンチ，T2（10）トレンチ 等

Ｆ－８断層とＨ－２断層の関係と活動性

Ｆ－８（Ｈ－２）断層の一部に認められる，第四系の変状に関する検討

新 規

コメントNo.S113



953.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８（Ｈ－２）断層の第四系の変状（第四系の変状の一覧表）
コメントNo.S113

断層名 確認箇所

新第三系の断層
変状の有無

変状の形態

備 考

上盤／下盤

傾斜
方向

変位センス※1

基底面の段差
葉理等のずれを伴う

小断裂
粘土注入 撓 み

Ｇ：蒲野沢層
Ｔ：泊層
Ｓ：猿ヶ森層

○：なし
●：あり

●：小断裂あり

●：粘土注入あり ●：撓みあり●：段差あり 正：正断層型

（ ）：落ちの方向 逆：逆断層型
（ ）：落ちの方向

H-2断層※2

Ｔ2（0） Ｇ／Ｔ

南東 正(南東側落下)

○ M2面段丘堆積物に変状なし

Ｔ2（1） Ｇ／Ｔ ○ M2面段丘堆積物に変状なし

Ｔ2（1-2） Ｇ／Ｔ ● なし ●
正（南東側）

なし ●
南面：小断裂及び撓み

逆（北西側，南東側） （北面は変状なし）

Ｔ2(2) Ｇ／Ｔ ● ●(南東側) ●
正（南東側）

● なし
東面：段差及び小断裂

逆（北西側） 西面：段差，小断裂及び粘土注入

Ｔ2（3） Ｇ／Ｔ ● なし ●
正（南東側）

● なし
逆（北西側）

Ｔ2（6） Ｇ／Ｔ ● なし ●
正（南東側）

● なし
逆（北西側）

Ｔ2（7） Ｇ／Ｔ ● ●(南東側) ●
正（南東側）

● なし
北面：段差，小断裂及び粘土注入

逆（北西側） 南面：段差及び小断裂

Ｔ2（8） Ｇ／Ｔ ● ●(南東側) ●
正（南東側）

● なし
逆（北西側）

Ｔ2（9） Ｇ／Ｔ ● ●(南東側) ●
正（南東側）

● なし
逆（北西側）

Ｔ2（10） Ｇ／Ｔ ● なし ●
正（南東側）

● なし
逆（北西側）

Ｔ2（11） Ｇ／Ｔ ● なし ●
正（南東側）

● なし
北面：段差及び粘土注入

逆（北西側） 南面：小断裂

Ｈ-2ａ断層※2
Ｔ2（0） Ｇ／Ｔ

南東 正(南東側落下)
○

M2面段丘堆積物に変状なし

Ｔ2（1） Ｇ／Ｔ ● ●(北西側) なし なし なし
北面：段差
（南面は変状なし）

Ｆ－８断層※3

h Ｇ／Ｔ

南東 正(南東側落下)

● ●(北西側) ●
正（南東側）

● ●
北面：段差，粘土注入，撓み

逆（北西側） 南面：小断裂，撓み

Ｔｒ－２ Ｇ／Ｔ ● なし ●
正（北西側，南東側）

なし なし
北面：小断裂（正，逆）

逆（北西側） 南面：小断裂（正）

2h(1) Ｇ／Ｔ ○
低地堆積物に被覆される

F-8,F-10断層
追跡A地点

Ｇ／Ｔ ○ M2面段丘堆積物（礫層）に変状なし

F-8,F-10断層
追跡B地点

Ｇ／Ｔ ○ M2面段丘堆積物（礫層）に変状なし

F-8,F-10断層
追跡C地点

Ｇ／Ｔ ○
M1'面段丘堆積物，M2面段丘堆積物に変状
なし

※1鉛直隔離に基づくみかけの変位の方向を示す

※2東京電力HD 東通原子力発電所設置許可申請時の資料に基づく

※3東北電力調査結果

新 規
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東京電力敷地

東京電力敷地 東北電力敷地

東京電力，東北電力敷地の第四系の変状の分布

（東京電力（2010）に一部加筆）

h

T2（7）北

T2（0）北東

T2（7）北 （第四系の変状あり）

段差
粘土注入

T2（0）北東 （第四系の変状なし）

Ｍ２

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－２ p７６ 一部修正3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８（Ｈ－２）断層のトレンチ，ボーリング位置図①
コメントNo.S113

 Ｆ－８断層にはＭ１’面段丘堆積物，Ｍ２面段丘堆積物が，東京電力ＨＤ敷地のＨ－２断層にはＭ２面段丘堆積物が分布している。
 Ｆ－８（Ｈ－２）断層では，トレンチで第四系の変状が認められるが，隣接するトレンチで変状を生じている箇所と生じていない箇所，同じトレンチでも北面と南面で変状の有無，変状の形態が

異なる等，短い区間で変化し，第四系の変状は連続性に乏しい。

T2（1-2）北 （第四系の変状なし）

G4-ss
T3-tb

T2（1-2）南

d

c

ｆ

ｆ（Aso-4層準）

M2

G4-ss T3-tb

小 段
T2（1-2）南 （第四系の変状あり）

ESE WNW

T2（1-2）北

小断裂

撓み

小断裂

新 規
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東京電力敷地

東京電力，東北電力敷地の第四系の変状の分布

（東京電力（2010）に一部加筆）

Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡(C)

h

Tr-2北

T2（8）北

T2（10）北

小断裂

段差

Ｍ２

T2（8）北（第四系の変状あり）

ｈ北 （第四系の変状あり）

粘土注入
M2

W E

Ｆ－８

Gb-ms
Ｔｕ-ｔｂ

段差

撓み

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－２ p７６ 一部修正3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８（Ｈ－２）断層のトレンチ，ボーリング位置図②

Ｈ－２断層

M1’

M2

E W

Ｆ－８

Ｆ－８，Ｆ－１０断層追跡(C)
（第四系の変状なし）

ＴＬ-ｔｂ

Tr-2 北（第四系の変状あり）

M2

小断裂（正，逆）

段差はない

E
W

Ｆ－８

Gb-ms
ＴＬ-w

コメントNo.S113，S114

T2（10）北 （第四系の変状あり）

小断裂

粘土注入

新 規
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余 白



99

 Ｈ－２断層のT2(1-2)トレンチ北面には，第四系の変状は認められない。

 一方，T2(1-2)トレンチ南面では第四系基底面及び上位の第四系が調和的に上方に凸状に撓んでいる状況（第四系中の撓み），第四系中の葉理等の小規模なずれ（小断裂）が認められ，
第四系の変状に連続性がない。

3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｈ－２（Ｆ－８）断層の第四系の変状の特徴（Ｔ2（1-2）トレンチ）

T2(1-2)トレンチ南面

T2(1-2)トレンチ北面

コメントNo.S113

※東京電力HD 東通原子力発電所設置許可申請時の資料を基に東北電力の解釈を追記した

新 規



1003.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｈ－２断層の第四系の変状の詳細（T2(7)トレンチ北面）
コメントNo.S113

※東京電力HD 東通原子力発電所設置許可申請時の資料を基に東北電力の解釈を追記した

 T2(7)トレンチ北面では，Ｈ－２断層を覆う第四系（Ｍ２面段丘堆積物）の基底面に，Ｈ－２断層を挟んで高度差（段差），第四系中の小断裂，第四系中への粘土注入が認められる。

 阿蘇-4火山灰層(Aso-4)層準に変位が見られるが，十和田キビダンゴ火山灰層（To-Kb）層準には変位は見られない。

【第四系の変状の特徴】

 第四系基底面の段差は断層の上盤（蒲野沢層）側が低い段差であり，高度差は約90cmである。この段差は，第四系基底面を覆う礫層の厚さが，上盤側で概ね高度差に対応して厚くなってい
ることから，基本的に侵食によるものと考えられる。

 第四系中の小断裂は，断層から連続しておらず，高角度で正断層センス（上盤下がり）のものと低角度で逆断層センス（上盤上がり）のものが混在し，葉理等のずれの量は最大約30cmであり，
変位の累積性は認められず，段差量と小断裂の変位量は調和的でない。

 第四系に注入する粘土は不規則な形状を呈し，高さは約70cmである。また，粘土の付近から上方に向かう形態の小断裂も見られるが，小断裂の変位量と粘土注入の高さは調和的でない。

⇒ 第四系の変状はＨ－２（Ｆ－８）断層の活動とは関連のない現象と判断される。

新 規
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 T2(7)トレンチ南面では，Ｈ－２断層を覆う第四系（Ｍ２面段丘堆積物）の基底面に，Ｈ－２断層を挟んで高度差（段差），第四系中の小断裂が認められる。

【第四系の変状の特徴】

 第四系基底面の段差は断層の上盤（蒲野沢層）側が低い段差であり，高度差は約60cmである。この段差は，第四系基底面を覆う礫層の厚さが，上盤側で概ね高度差に対応して厚くなってい
ることから，基本的に侵食によるものと考えられる。

 第四系中の小断裂には，断層から連続しているものがあるものの，高角度で正断層センス（上盤下がり）のものと低角度で逆断層センス（上盤上がり）のものが混在し，葉理等のずれの量は最
大約70cmであり，変位の累積性は認められず，段差量と小断裂の変位量は調和的でない。

⇒ 第四系の変状はＨ－２（Ｆ－８）断層の活動とは関連のない現象と判断される。

3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｈ－２断層の第四系の変状の詳細（T2(7)トレンチ南面）
コメントNo.S113

※東京電力HD 東通原子力発電所設置許可申請時の資料を基に東北電力の解釈を追記した

新 規



1023.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｈ－２断層の第四系の変状の詳細（Ｔ2（10）トレンチ北面）

T2 (10) トレンチ北面では，Ｈ－２断層を覆う第四系（Ｍ２面段丘堆積物） 中に小断裂，第四系中への粘土注入が認められる。

小断裂は，阿蘇-4火山灰層（Aso-4）層準及び十和田レッド軽石層（To-Rd）層準に変位が見られるが，それより上位の地層には変位は見られない。

【第四系の変状の特徴】

Ｈ－２断層を挟んで，第四系基底面に段差は認められない。

小断裂には高角度で正断層センス（上盤下がり）のものと低角度で逆断層センス（上盤上がり）のものが混在し，葉理等のずれの量は最大約40cmで，変位の累積性は認められない。

⇒ 第四系の変状はＨ－２（Ｆ－８）断層の活動とは関連のない現象と判断される。

正断層センスの小断裂（下図のＢタイプ）は逆断層センスの小断裂（同Ａタイプ）を切ることから，正断層センスの小断裂の形成前を復元すると，逆断層センスの小断裂の形態が確認された。

⇒ 逆断層センスの小断裂形成後に，正断層センスの小断裂が形成されたと考えられ，第四系中に短期間で異なる動き（圧縮・引張）が生じたこととなり，小断裂の形成はＨ－２（Ｆ－８）断層
の活動とは関連しないと考えられる。

コメントNo.S113

※東京電力HD 東通原子力発電所設置許可申請時の資料を基に東北電力の解釈を追記した

新 規



1033.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｈ－２断層の第四系の変状の詳細（Ｔ2（10）トレンチ南面）

全景写真

 T2(10)トレンチ南面では，Ｈ－２断層を覆う第四系（Ｍ２面段丘堆積物）中に小断裂，第四系中への粘土注入が認められる。

【第四系の変状の特徴】

 Ｈ－２断層を挟んで，第四系基底面に段差は認められない。

 小断裂には，高角度で正断層センス（上盤下がり）のものと低角度で逆断層センス（上盤上がり）のものが混在し，葉理等のずれの量は最大約40cmであり，変位の累積性は
認められない。

 粘土が注入している箇所は，断層破砕部の軟質な粘土が不規則な形状で注入し（高さ約60cm），粘土の頂部から上方に広がる形態の小断裂も見られるが，小断裂の変位は
粘土注入の高さと関連しない。

⇒ 第四系の変状はＨ－２（Ｆ－８）断層の活動とは関連のない現象と判断される。

コメントNo.S113

※東京電力HD 東通原子力発電所設置許可申請時の資料を基に東北電力の解釈を追記した

新 規



1043.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｈ－２断層（第四系の変状箇所）の深部に関する考察（断層破砕部の性状）
コメントNo.S113

※東京電力HD 東通原子力発電所設置許可申請時の資料を基に東北電力の解釈を追記した

 Ｈ－２断層で第四系の変状が認められるT2（7） トレンチの近傍において実施されたボーリング調査結果によれば，標高-100m以深のＨ－２断層の破砕部はセピオライトを伴い，固結・岩
石化した破砕部からなり，繰り返しの活動で形成される軟質なガウジを伴うシャープなせん断面は認められない。

⇒ 石英（玉髄）脈の存在もあわせると，Ｈ－２（Ｆ－８）断層の最終活動時期は中新世であり，少なくとも後期更新世における活動はないと判断される。

⇒ 第四系の変状は，Ｈ－２（Ｆ－８）断層の活動とは関連のない地表付近に限られた局所的な現象と判断される。

新 規



1053.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８断層のトレンチ，ボーリング位置図（拡大）

右図拡大

h

Tｒ-2

原子炉建屋
設置位置

0 100 200m

F-8・F-10断層
追跡

K-16

B-2h

2h (1)

（Ｃ） ：M1’面段丘堆積物，

M2面段丘堆積物に変状なし

新 規



1063.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８断層の第四系の変状の詳細（hトレンチ北面）

 ｈトレンチ北面では，Ｆ－８断層を覆う第四系（Ｍ２面段丘堆積物）の基底面に高度差（段差），第四系中への粘土注入，第四系中の撓みが認められる。

【第四系の変状の特徴】

 第四系基底面の段差は，西側が低く高度差は約８cmであるが，局所的であり，段差部直上の第四系には変形（地層の乱れ）がない。また，法面全体ではＦ－８断層を挟んで
東西両側の岩盤上面に高度差はなく，この段差は堆積構造と考えられる。

 第四系中に注入する粘土は不規則な形状を呈し，高さは約20㎝であるが，第四系基底面の段差とは異なる場所に見られ，段差とは調和的な現象ではない。

 第四系中の撓みは，Ｍ２面段丘堆積物の礫層の上面が凸状に約15cm高くなっているが，岩盤上面の形態とは調和的ではない。

⇒ 第四系の変状はＦ－８断層の活動とは関連のない現象と判断される。

位置図

hトレンチ

北面 hトレンチ

hトレンチ北面スケッチ

粘土注入

段差

撓み

新 規

※Ｆ－８断層及びその近傍のスケッチは有識者会合で既出である



107

 hトレンチ南面では，Ｆ－８断層を覆う第四系（Ｍ２面段丘堆積物）中に小断裂，撓みが認められる。

【第四系の変状の特徴】

 Ｆ－８断層を挟んで，第四系基底面に高度差（段差）は認められない。

 小断裂は，砂層中にのみ認められ，高角度で正断層センス（上盤下がり）のものと低角度で逆断層センス（上盤上がり）のものが混在し，葉理等のずれの量は最大約６cmであ
り，変位の累積性は認められない。また，Ｍ２面段丘堆積物中で消滅し，第四系基底面，Ｆ－８断層に達していない。

 撓みは，Ｍ２面段丘堆積物の礫層の上面が約14cm高くなっているが，堆積構造の可能性も考えられる。

⇒ 第四系の変状はＦ－８断層の活動とは関連のない現象と判断される。

3.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８断層の第四系の変状の詳細（hトレンチ南面）

ｈトレンチ南面スケッチ

南面

位置図

hトレンチ

南面

hトレンチ

ｈトレンチ南面写真

E← →W

Ｆ－８蒲野沢層 泥岩 泊層上部層 凝灰角礫岩

Ｍ２面段丘堆積物

Ｆ3扇状地堆積物

・陸成堆積物

ローム層

小断裂

小断裂変位のない
小断裂

撓み

※Ｆ－８断層及びその近傍のスケッチは有識者会合で既出である

新 規



1083.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８断層の第四系の変状の詳細（Tr-2トレンチ北面）

北面

Tr-2トレンチ

Tr-2トレンチ

 Tr-2トレンチ北面では，Ｆ－８断層を覆う第四系（Ｍ２面段丘堆積物）中に小断裂が認められる。

【第四系の変状の特徴】

 Ｆ－８断層を挟んで，第四系基底面に高度差（段差）は認められない。

 小断裂は，砂層中にのみ認められ，高角度で正断層センス（上盤下がり）のものと低角度で逆断層センス（上盤上がり）のものが混在し，葉理等のずれの量は最大約1cmと僅
かであり，変位の累積性も認められない。また，Ｍ２面段丘堆積物中で消滅し，第四系基底面，Ｆ－８断層に達していない。

⇒ 第四系の変状はＦ－８断層の活動とは関連のない現象と判断される。

Tr-2トレンチ北面スケッチ

小断裂 小断裂

※Ｆ－８断層及びその近傍のスケッチは有識者会合で既出である

新 規



1093.4.4 Ｆ－８断層の活動性

Ｆ－８断層の第四系の変状の詳細（Tr-2トレンチ南面）

南面

Tr-2トレンチ

Tr-2トレンチ

位置図

小断裂

Tr-2トレンチ南面スケッチ

 Tr-2トレンチ南面では，Ｆ－８断層を覆う第四系（Ｍ２面段丘堆積物）中に小断裂が認められる。

【第四系の変状の特徴】

 Ｆ－８断層を挟んで，第四系基底面に高度差（段差）は認められない。

 第四系中の小断裂は，砂層中にのみ認められ，高角度で正断層センスであり，逆断層センスの小断裂は認められない。葉理等のずれの量は最大約５cmと僅かで，変位の累積性
も認められない。また，Ｍ２面段丘堆積物中で消滅し，第四系基底面，Ｆ－８断層に達していない。

⇒ 第四系の変状はＦ－８断層の活動とは関連のない現象と判断される。

新 規

※Ｆ－８断層及びその近傍のスケッチは有識者会合で既出である
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余 白



1113.4.4 Ｆ－８断層の活動性

第四系の変状とＦ－８（Ｈ－２）断層との関係

走向方向の連続性 ・変状の有無，形態が短い区間で変化し，走向方向の連続性に乏しい。
・T2（1-2）トレンチでは南面には変状があるが，北面にはない。

小断裂の変位センス ・小断裂には高角度の正断層センス（上盤下がり）と低角度の逆断層センス（上盤上がり）が混在し，後期更新世
の応力場と整合しない。

・第四系中で消滅する小断裂もある。

変位の累積性，変位量 ・小断裂のずれは小規模で，断層活動に特有な変位の累積性も認められない。
・粘土注入の高さと小断裂の変位量に関連性がない。

第四系基底面の段差 ・断層を挟んで第四系基底面に段差が見られる所と見られない所がある。
・T2（7）トレンチでは段差がみられるが，断層の上盤側が低く，形態的に後期更新世の応力場と整合しない。段差
量と小断裂の変位量も調和的でない。この段差は，第四系基底面を覆う礫層の厚さが，上盤側で概ね高度差に
対応して厚くなっていることから，侵食によるものと考えられる。

深部での断層破砕部の性状 第四系の変状が認められる箇所でも，地下深部では断層破砕部が固結・岩石化し，破砕部には繰り返しの活動
で形成される軟質なガウジを伴うシャープなせん断面は認められない。

コメントNo.S113

新 規

Ｆ－８（Ｈ－２）断層の活動性

 断層の南端部，北端部付近では，断層を被覆するＭ１’面段丘堆積物，Ｍ２面段丘堆積
物に変位・変形は認められない。

 破砕部は深部で広く固結・岩石化し，中新世に形成された石英（玉髄）脈が破砕部を充
填，横断している箇所が認められる。

Ｆ－８（Ｈ－２）断層は中新世以降の活
動はないと判断される。

Ｆ－８（Ｈ－２）断層の一部に認められる，第四系の変状に関する検討

第四系の変状※には，以下の特徴がみられる。なお，Ｆ－８（Ｈ－２）断層の北部と南部では第四系の変状は認められない。
※ 第四系基底面の段差，第四系中の小断裂，第四系中の撓み及び第四系中への粘土注入

第四系の変状は，Ｆ－８（Ｈ－２）断層の活動とは関連のない，地表付近に限られた局所的な現象と判断される。

なお，第四系の変状の成因について，必ずしも全てを説明できるものではないが，断層活動とは関連のない以下の要因が可能性とし
ては考えられる。

・ 岩盤の劣化による岩盤表層部の膨張・収縮 ・ 断層破砕部に沿う熱水等の注入

・ パイピング，湧水等による第四系中の重力性の沈下 ・ 凍結・融解による膨張・収縮

・ 地震動による受動的な作用
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葉片状セピオライト：最大幅2cm

上盤の凝灰角礫岩

（基質はやや軟質，礫は硬質）

破砕部：基質が軟質化する
凝灰角礫岩

ｆ－１断層下盤側

（平滑ではなく条線不明瞭）

下盤の凝灰角礫岩

（基質はやや軟質，礫は硬質）

葉片状セピオライト：最大幅2.5cm

（傾斜方向に膨縮著しい）

ｆ－１断層上盤側

（せん断面にセピオライト付着）

破砕部：基質が軟質化する
凝灰角礫岩

劣化度C～Dの凝灰角礫岩中のｆ－１断層拡大写真

 Tr-34トレンチ東+1.2m面の泊層上部層凝灰角礫岩（劣化度C～D）中のｆ－１断層は，幅約0.15m～0.2mであり，
風化により破砕部の粘土化がやや進行し，軟質化している。

 泊層上部層凝灰角礫岩の基質は黄褐色化しやや軟質化しているが礫は硬質のものが多い。

 ｆ－１断層破砕部は，分岐，会合する細脈状をなす数条の葉片状セピオライト（一部は粘土化）と脈間の基質が
軟質化する凝灰角礫岩より構成される。

 セピオライト脈間の基質が軟質化する凝灰角礫岩に含まれる礫の表面，形状には破砕の痕跡は認められない。

※全景写真と拡大写真は撮影時期が異なるため細部は一致しない

ｆ－１断層

ｆ－１断層分岐

拡大写真範囲

1.5m

→SWNE←

M2

Tu-tb

3.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部性状（Tr-34トレンチ東+1.2m面の劣化度C～Dの凝灰角礫岩）

（底盤東ピット東面）

（底盤東ピット西面）

ｆ－1断層

Tr-34トレンチ東+1.2m面スケッチ

ｆ－１断層付近の写真：Tr-34トレンチ東+1.2m面

→SWNE←

→SWNE←

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p９０ 再掲
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ｆ－１断層上盤側：葉片状セピオライト，幅0.5cm

破砕部基質が軟質化する凝灰角礫岩

灰色粘土：幅0.5cm

破砕部：やや軟質化する
凝灰角礫岩

上盤の凝灰角礫岩

（基質・礫は新鮮）

下盤の凝灰角礫岩

（基質・礫は新鮮）
凝灰角礫岩中のｆ－１断層拡大写真

ｆ－１断層下盤側：幅約0.5cmのやや軟質化する部分からなるが，
下方に従い不明瞭となる

葉片状セピオライト：幅0.2cm下方で粘土状

破砕部：やや軟質化する凝灰角礫岩

葉片状セピオライト：幅0.5cm

破砕部基質が軟質化する凝灰角礫岩

ｆ－１断層付近の写真：底盤東ピット西面

拡大写真範囲

ｆ－１断層

ｆ－１断層

SW← →NE

 盤下げ部においては，泊層上部層凝灰角礫岩の基質，礫は，新鮮で硬質（劣化度Ａ）
である。

 底盤東ピット西面の凝灰角礫岩中のｆ－１断層は，幅約13cmであり，破砕部は，分岐，
会合する細脈状をなす数条の葉片状セピオライト（一部は粘土化）と脈間の基質が軟
質化する凝灰角礫岩より構成される。

 セピオライト脈間の基質が軟質化する凝灰角礫岩に含まれる礫の表面，形状には破
砕の痕跡は認められない。

3.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部性状（Tr-34トレンチ 底盤東ピット西面の劣化度Aの凝灰角礫岩）

Tr-34トレンチ東+1.2m面スケッチ

（底盤東ピット東面）

（底盤東ピット西面）

ｆ－1断層

→SWNE←

SW← →NE

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p９１ 再掲
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Tr-34トレンチ東+1.2m面 針貫入試験位置図
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泊層上部層 凝灰角礫岩

f-1断層

A A’

C

B

C’

B’

A

A’

B

B’

C

C’

針貫入試験結果

針貫入試験位置A A’

ｆ－１断層の平均値 0.8N/mm

ｆ－１断層の平均値 0.8N/mm

ｆ－１断層の平均値 0.9N/mm

3.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の針貫入試験結果

 Tr-34トレンチ東+1.2面において，ｆ－１断層及びその近傍の母岩の針貫入試験を実施した。

 ｆ－１断層の針貫入勾配は母岩より軟質である。

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p９２ 再掲



1153.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層及び小断層の破砕部の条線

 Tr-34トレンチ東+1.2m面においては，ｆ－１断層，小断層の破砕部の一部で条線が認められ，条線のレイクは傾斜方向が卓越する。

断層面と条線の投影方法概念図

ステレオ図（シュミットネット）

断層面

条線

ｆ－１断層，小断層破砕部の条線

N N

NN N

N

N

N

① ② ③

④

⑤ ⑥ ⑦

⑧

⑧地点の小断層の条線

番号 断層名 走向 傾斜
条線の
レイク

①

f-1断層

N28ﾟW 38ﾟE L70ﾟ

② N76ﾟW 28ﾟN L55ﾟ

③ N6ﾟW 35ﾟE R85ﾟ

④ N9ﾟW 30ﾟE R80ﾟ

⑤

小断層

N76ﾟW 35ﾟS L65ﾟ

⑥ N72ﾟW 36ﾟS 90ﾟ

⑦ N62ﾟW 20ﾟS R85ﾟ

⑧ N56ﾟW 18ﾟS R87ﾟ

ｆ－１断層小断層

ｆ－１断層小断層

条線の方向

③地点のｆ－１断層の条線→SWNE←

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p９３ 再掲



1163.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の組織観察（検討フロー）

１．最新面の認定

露頭観察

ＣＴ画像観察

【露頭観察，ＣＴ画像観察】

•断層露頭の状況，ＣＴ画像により，低密度化（粘土化），せん断面の分布，連続性等を確認し，最新活
動面の候補を抽出する。

確認事項 確認内容

３．最新面の鉱物の晶出状況

２．破砕部を構成する

粘土鉱物の確認 【XRD分析】

•断層破砕部のＸＲＤ分析を行い，断層破砕部を構成する粘土鉱物を同定する。

【研磨片観察，薄片観察】

•露頭観察，ＣＴ画像観察で抽出したせん断面について，研磨片，薄片による詳細観察を行い，せん断
面の連続性，破砕による細粒化（粘土化）の程度等の性状を確認し，最新活動面または最新活動面の
可能性がある面を決定する。

•複合面構造の観察結果に基づき，各せん断面の変位センスを決定する。

•せん断面沿いの鉱物の変形，破壊の状況，横断する鉱物脈の有無を確認する。

【ＳＥＭ観察試料作成及びＳＥＭ観察】
• 研磨片，ＣＴ画像により確認した最新面及びその周辺構造を参考に，最新活動面を含むＳＥＭ観

察試料をサンプリングする。
• ピンセットやナイフなどを用いて，実体顕微鏡下で試料を分離し，最新面を露出させ，ＳＥＭ試料

台にマウントする。
• 試料を導電性物質でコーティングし，電子顕微鏡観察に用いる。
• SEM観察試料上で，目的とした最新面が露出した箇所についてSEM観察を実施する。
• SEM観察においては低倍率から段階的に高倍率で観察し，最新面上に認められる組織と，最新

面上における鉱物の晶出状況などを確認する。

XRD分析

電子顕微鏡（SEM）観察

研磨片観察

薄片観察

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p９４ 再掲



1173.4.5 断層破砕部の詳細性状

Tr-34トレンチ東+1.2m面の断層詳細調査実施箇所

【第四系】

【新第三系】

【層相】

【地質境界】

【第四系中の小断裂】

【第三系中の断裂】

：盛土・埋土

：低地堆積物
完新統

：ローム層

：F3扇状地堆積物・陸成堆積物上 部
更新統

：M2面段丘堆積物

：凝灰角礫岩，火山礫凝灰岩

：凝灰岩
泊 層
上部層

中新統

：巨礫

：葉理

：砂

：砂礫

：新第三系と第四系境界

：地層境界

：変位が認められる第四系中の小断裂

：変位が認められない第四系中の小断裂

：同一地層中の岩種及び層相境界

：節理

：断層破砕部

調査内容 目的

ブロックサンプル①
岩盤上面付近（岩盤劣化部）のｆ－１断層の運動センス
（研磨片，薄片観察），最新面の鉱物の晶出状況（SEM
観察）等を確認する。

ブロックサンプル②
新鮮部のｆ－１断層の運動センス（研磨片，薄片観察），
最新面の鉱物の晶出状況（SEM観察）等を確認する。

試料採取箇所（Tr-34トレンチ東+1.2m面 写真）

ｆ－１断層

小断層 ｆ－１断層

試料採取箇所（Tr-34トレンチ東+1.2m面 スケッチ）

底盤東ピット東面

底盤東ピット西面

ｆ－１断層

小断層 ｆ－１断層

→SWNE←

→SWNE←

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p９５ 再掲
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 ｆ－１断層破砕部のうち，直線性，連続性に富むせん断面が認められる箇所で試料採取を行い，分析を行った。
 断層破砕部は幅約20㎝程度で，非固結である。

ｆ－１断層

小断層 ｆ－１断層

ｆ－１断層ｆ－１断層

ブロックサンプル①採取箇所写真 ブロックサンプル①採取箇所スケッチ

3.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の性状（１.最新面の認定：ブロックサンプル①，露頭状況）

試料採取箇所

断層破砕部

セピオライト化した

破砕部

ブロックサンプル①採取状況

直線性，連続性に富む
最新面の可能性があるせん断面

せん断面は連続するが，
湾曲しているため
試料採取の対象外とした

試料採取箇所（Tr-34トレンチ東+1.2m面 スケッチ）

→SWNE←

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p９６ 再掲
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 ｆ－１断層破砕部は全体的に逆断層の組織が発達している。
 せん断面①は，一部でわずかに湾曲するが，直線性に富む。
 せん断面①について最新面の可能性があるせん断面として， 薄片，顕微鏡観

察を行った。

せん断面①上盤

下盤

ＣＴ写真

研磨片写真（解釈線なし）

Ｘ線ＣＴ画像

R1 P

Y

脆性的な変形時の変位センスと
Y面，R1面，P面の関係

研磨片写真（解釈線あり）

3.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の性状（１.最新面の認定：ブロックサンプル①研磨片観察）

せん断面①上盤

下盤

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p９７ 再掲
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せん断面①上盤

下盤

R1 P

Y

脆性的な変形時の変位センスと
Y面，R1面，P面の関係

薄片観察箇所

1mm

せん断面①

R1

P

P

P

P

0.1mm

P

薄片写真（左：オープン，右：クロス）

顕微鏡写真

せん断面①

せん断面①

せん断面に沿って粘土鉱物が
認められ，変形や破砕は生じ
ていない。

3.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の組織観察（１.最新面の認定：ブロックサンプル①，薄片観察）

せん断面の周囲は逆断層
センスの組織が発達している。

周囲には逆断層の組
織が発達している。

【ｆ－１断層破砕部の性状，運動センス】
 せん断面①は比較的シャープに認められ，逆断層の変位センスを示す。

【せん断面を横断する鉱物脈】
 せん断面を横断する鉱物脈は認められない。

【せん断面沿いの鉱物の晶出状況】
 せん断面に沿って粘土鉱物が認められ，変形や破砕は生じていない。

⇒せん断面①を最新面の可能性があるせん断面としてＳＥＭ観察を行った。

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p９８ 再掲
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3.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の組織観察（２．破砕部を構成する粘土鉱物の確認）

試料番号 地質状況 構成する主な粘土鉱物

ブロックサンプル①
（劣化部）

断層破砕部 セピオライト

ブロックサンプル②
（新鮮部）

断層破砕部 セピオライト，スメクタイト

XRD分析結果一覧
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ブロックサンプル①（劣化部）

ブロックサンプル②（新鮮部）

底盤東ピット西面

底盤東ピット東面

ｆ－１断層

小断層 ｆ－１断層

 断層破砕部のXRD分析を行った。
 ｆ－１断層破砕部を構成する主な粘土鉱物はセピオライト，スメクタイトである。

試料採取箇所（Tr-34トレンチ東+1.2m面 スケッチ）

→SWNE←

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p９９ 再掲
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 せん断面①のSEM観察の結果，繊維状の自形のセピオライトが生成し，破砕を受けた組織は認められない。
 ＳＥＭによるセピオライトの晶出状況は，顕微鏡観察によるせん断面沿いの粘土鉱物の変形や破砕が認められない様子と整合する。

SEM観察試料

3.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の組織観察（３．最新面の鉱物の晶出状況：ブロックサンプル①，SEM観察）

上盤側から断層面を観察

上盤側

下盤側

水平

条線
約70°L

試料採取箇所

水平

試料採取箇所（断層面）

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p１００ 再掲



1233.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の組織観察（１.最新面の認定：ブロックサンプル②，露頭状況）

ｆ－１断層

小断層 ｆ－１断層

ｆ－１断層

ブロックサンプル②採取箇所写真 ブロックサンプル②採取箇所スケッチ

試料採取箇所

ｆ－１断層

断層破砕部

セピオライト化した

破砕部

 ｆ－１断層破砕部のうち，直線性，連続性に富むせん断面が認められる箇所で試料採取を行い，分析を行った。
 断層破砕部は幅約15㎝程度で軟質化しており，非固結である。

ブロックサンプル②採取状況

直線性，連続性に富む
最新面の可能性があるせん断面

ｆ－１断層

→SWNE←

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p１０１ 再掲



1243.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の組織観察（１.最新面の認定：ブロックサンプル②研磨片観察）

 ｆ－１断層破砕部は全体的に逆断層の変位センスを示す。
 このうち，せん断面①は直線性，連続性に富むせん断面として，せん断面①が

認められる。
 せん断面①について最新面の可能性があるせん断面として， 薄片，顕微鏡観

察を行った。

ＣＴ写真

研磨片写真（解釈線なし）

Ｘ線ＣＴ画像 研磨片写真（解釈線あり）

せん断面①上盤

R1 P

Y

脆性的な変形時の変位センスと
Y面，R1面，P面の関係

せん断面①上盤

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p１０２ 再掲



1253.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の組織観察（１.最新面の認定：ブロックサンプル②，薄片観察）

せん断面①
上盤

R1 P

Y

脆性的な変形時の変位センスと
Y面，R1面，P面の関係

薄片観察箇所

せん断面①

薄片写真（左：オープン，右：クロス）

顕微鏡写真

R1

R1

P

P

せん断面①

せん断面に沿って粘土
鉱物が認められ，変形
や破砕は生じていない。

【ｆ－１断層破砕部の性状，運動センス】
 せん断面①は連続的に認められるが，湾曲ないし屈曲し，せん断面の周囲は逆断層の組織が発達している。

【せん断面を横断する鉱物脈】
 せん断面を横断する鉱物脈は認められない。

【せん断面沿いの鉱物の晶出状況】
 最新活動面に沿って粘土鉱物が認められ，変形や破砕は生じていない。

⇒せん断面①を最新面の可能性があるせん断面としてＳＥＭ観察を行った。

0.1mm

最新活動面は連続的に認められる
が，湾曲ないし屈曲している。

周囲には逆断層の組
織が発達している。

せん断面①

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p１０３ 再掲
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 せん断面①のSEM観察の結果，繊維状の自形のセピオライトが生成し，破砕を受けた組織は認められない。
 ＳＥＭによるセピオライトの晶出状況は，顕微鏡観察によるせん断面沿いの粘土鉱物の変形や破砕が認められない様子と整合する。

SEM観察試料

3.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の組織観察（３．最新面の鉱物の晶出状況：ブロックサンプル②，SEM観察）

試料採取箇所

上盤側から断層面を観察

上盤側

下盤側

試料採取箇所（断層面）

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p１０４ 再掲



1273.4.5 断層破砕部の詳細性状

ｆ－１断層破砕部の組織観察（まとめ）

ｆ－１断層破砕部の組織観察結果

※ H27B-f1-1孔の観察結果は補足説明資料に示した。

項目

最新面の認定
破砕部を構成する

粘土鉱物
せん断面を

横断する鉱物脈
最新面の鉱物の晶出状況

露頭観察 CT観察 研磨片観察

XRD分析 薄片観察 SEM観察

確認内容 断層破砕部の性状
直線性・連続性に

富むせん断面

ブロック
サンプル①
（劣化部）

非固結 せん断面①
一部でわずかに湾曲
するが，直線性に富む

最新面と
判断

セピオライト 認められない
せん断面沿いに破砕

されていない粘土鉱物が認
められる

自形のセピオライトが晶
出し，破砕されてない

ブロック
サンプル②
（新鮮部）

非固結 せん断面① 直線的でシャープ
最新面と

判断
セピオライト
スメクタイト

認められない
せん断面沿いに破砕

されていない粘土鉱物が認
められる

自形のセピオライトが晶
出し，破砕されてない

H27B-f1-1孔※

（新鮮部）
非固結

せん断面② 比較的連続
最新面の
可能性

セピオライト
スメクタイト

認められない
せん断面沿いに粘土鉱物
の配列は認められるが，
破砕，変形の有無は不明

自形のセピオライトが晶
出し，破砕されてない

せん断面③ 比較的連続
最新面と

判断
セピオライト
スメクタイト

認められない
せん断面沿いに粘土鉱物
の配列は認められるが，
破砕，変形の有無は不明

自形のセピオライトが晶
出し，破砕されてない

 ｆ－１断層破砕部の最新活動面のＳＥＭ観察結果から，最新活動面には自形のセピオライトが晶出しており，破砕されていないことが確認された。

 また，顕微鏡観察の結果からも，最新面上に変形構造がない粘土鉱物が確認された。

⇒ｆ－１断層は，粘土鉱物の生成以降の断層活動はないと考えられる。

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）
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スメクタイト

3.4.6 まとめ

ｆ－１断層等の形成と熱水変質の時期に関する考察

地質時代

熱水活動

地 層 名
（敷地・敷地近傍）

断層活動

蒲野沢層

中 新 世

中 期前 期 後 期

19Ma 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6

セラドナイト，スメクタイト

セピオライト※b

石英（玉髄）脈

f-1

F-8※

F-10 ※

敷地・敷地近傍では
目名層以降の地層に

熱水活動は認められない

リフティングステージ
（E-W方向の水平引張応力場）

泊層上部層※ａ

目名層

猿ヶ森層

泊 層
下部層

背弧海盆拡大ステージ
（NW-SE方向の

水平引張性応力場）

冷却沈降サブステージ
（中間的な応力場）

Ｇａ
Ｔｕ

Ｇａ

Ｔｕ

ＴｕＴｕ

Ｔｕ

Ｇａ

Ｔｕ

Ｔｕ

Ｇａ

セピオライト

スメクタイト

（１）泊層堆積後 （2）蒲野沢層堆積時 （3）蒲野沢層堆積後

• 断層に沿ってスメクタイト，セピオライト化に
関与した熱水が上昇

• F‐10断層等の形成及びｆ‐1断層の活動

石英（玉髄）

• Ｆ断層の一部に断層に沿って石英（玉髄）に
関与した熱水が上昇

• 断層活動は終了（石英（玉髄）の形成）

（1） （２） （3）

参考：東北日本中部地域の
広域応力場

佐藤(1992)

弱圧縮サブステージ
（中間的な応力場）

F-8，F-10，f-1

F-8，F-10，f-1

F-8

スメクタイト

• 泊層中のセラドナイト，スメクタイトに
関与した熱水の上昇

• ｆ-1断層の形成

F 主要な断層等(F-8,F-10)
ｆ その他の断層等（f-1）
Ｔu 泊層
Ｇa 蒲野沢層

熱水の経路

泊層上部層

断層破砕部

ｆ－１断層に係る断層の新旧関係

北 F-10（H-1）

（H-2） F-8

f-1

F-8，F-10断層
追跡トレンチ

Tr-34

南

セピオライト

 ｆ－１断層は，周囲の断層との新旧関係，断層破砕部に
認められる熱水変質の状況等から，その活動が中新世
で終了していると考えられることから，少なくとも後期更新
世以降の活動はない。

※F-10断層とF-8断層は，大局的にはほぼ同時期に形成され
たと考えられるものの，ボーリング，トレンチにより，F-10断層
はF-8断層に切られることが確認される。

主要な断層

その他の断層
（逆断層）

正断層（高角度）
※┃┃は断層の傾斜方向

逆断層（低角度）
※△は断層の傾斜方向

F-8 F-10 F-10はF-8に切られる

【断層の区分】

敷地内で止まる

H-1 F-10

東京電力敷地へ延長

※（ ）は東京電力敷地の断層名

【断層の分布】

【断層の新旧関係】

矢印の実線：トレンチで直接確認

新 規

※ａ 泊層のK-Ar年代，珪藻化石帯の年代から，約16.5Ma～約13Maの報告がある（Watanabe et al.,(1993)，Yanagisawa and Akiba(1998)）
※ｂ セピオライトの年代として11.6±1.0Maの年代値が得られている（ Ｆ－８断層： K-Ar法）
※ｃ セラドナイトの年代として，約10Maの値が得られている（高角度の変質鉱物脈：K-Ar法）。また，東日本の熱水変質起源のセラドナイトのK-Ar年代として約14.8Ma～4.9Maの報告がある。 （植田・鈴木（1973））

第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p１０６ 再掲



1293.4.6 まとめ

ｆ－１断層の活動性評価

新 規
第５４７回審査会合（H３０.２.９）

資料２－１ p１０７ 一部修正

地震活動に伴って
永久変位が生じる
断層に該当しない

地下深部への連続性

断層破砕部の
詳細性状

ｆ－１断層の活動性評価
〇 支持地盤まで変位及び変形が及ぶ地すべり面がないことの確認
○ 震源として考慮する活断層に該当しないことの確認
〇 地震活動に伴って永久変位が生じる断層に該当しないことの確認

○ 深部はＦ－１０断層に切られ，連続しない

○ 熱水変質により破砕部がセピオライト化，形成年代は約10Ma

○ ＳＥＭ観察により，最新面にセピオライトが晶出し，破砕されていない
約10Ma（セピオライト形成）以
降の活動はない

ｆ－１断層は，「将来活動する可能性のある断層等」に該当しない

震源として考慮する

活断層に該当しない

赤字：有識者会合後の新たなデータ，検討等により得られた結果を赤字で示す。
※2 「東北電力株式会社東通原子力発電所敷地内破砕帯の評価について」（H27.3.25）においては，『有識者会合は，･･･，

段丘堆積物基底面にはｆー１断層のずれによる変位が認められないことを確認した。』とされている。

（説明箇所：3.3）

リニアメント，変動地形 ○ 空中写真判読により，リニアメント，変動地形は認められない

（説明箇所：3.2）

後期更新世以降の
地層に見られる
第四系の変状と
断層との関係

少なくともMIS5c以降の
活動はない

○ Ｍ２面段丘堆積物（MIS5c）に断層による変位・変形は認められない，岩盤
上面に高度差はない※2

○ ｆ－１断層延長上の第四系に断裂，礫の再配列等は認められない

①直立した礫，礫間の粘土（ｆ－１断層付近岩盤上面，礫層の性状）
・岩盤上面は起伏に富む侵食面の形態をなす
・直立した礫は堆積作用によるもの，礫の回転，再配列は認められない
・礫間の粘土は段丘堆積物堆積時もしくは堆積後に局所的に形成

②岩盤上面の僅かな高まりの分布・性状
・岩盤上面の僅かな高まりは奥行き方向に連続せず，広がりをもたない
・小断層はｆ－１断層に切られ，消滅（基盤のポップアップ状の隆起を生

ずる構造ではない）
③第四系中の小断裂の分布・性状

・小断裂は正断層センスで下方で変位量を減じ，ｆ－１断層に連続しない
・小断裂の形態・本数は走向方向で変化し，連続性がなく局所的

④岩盤劣化部の分布
・岩盤劣化部は，表層部に限られ，深部は劣化部がなく新鮮

（説明箇所：3.4.2）

○ ｆ－１断層はＦ－１０断層に切られ，Ｆ－１０断層はＦ－８断層に切られる
分布・連続性

断層等との関係

Ｆ－８断層は中新世（石英
（玉髄）脈形成）以降の活動
はない

（第四系の変状はＦ－８断層
の活動とは関連しない）

（説明箇所：3.4.3）

○ 石英（玉髄）脈が断層破砕部を充填，横断している箇所が認められる
○ 石英（玉髄）脈は高温の熱水環境下で晶出，形成時期は中新世
○ Ｍ１’面段丘堆積物（MIS5e），Ｍ２面段丘堆積物（MIS5c）に変位・変形

はない

（説明箇所：3.4.5）

Ｆｰ8断層の活動性

（説明箇所：3.4.4）

第四系中に見られる各種性
状は断層活動とは関連しな
い

Ｆ－８断層はｆ－１断層より活
動時期が新しい

支持地盤まで変位及び変形が及ぶ
地すべり面がないことの確認

（説明箇所：２）

○ 敷地の断層は支持地盤※1まで変位及び変形が及ぶ地すべり面に該当しない

〇 敷地近傍で指摘されている地すべり地形箇所は，岩盤の侵食抵抗の違いを反映した組織地形である

地震活動に伴って
永久変位が生じる
断層に該当しない

支持地盤まで変位
及び変形が及ぶ
地すべり面がない

後期更新世以降の

断層活動はない

支

持

※1 支持地盤は泊層上部層
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